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●発行・編集●

岡谷市社会福祉協議会
〒 394-0081

岡谷市長地権現町4-11-50
☎ 24-2121
蕭 24-3555

＊
ホームページアドレス

www.okaya-shakyo.or.jp
＊

メールアドレス
info@okaya-shakyo.or.jp

みんなで築く
　みんなの福祉
　　みんなの未

（あした）

来

スローガン

会費募集期間　7月1日（木）～8月20日（金）

　岡谷市社会福祉協議会は、地域福祉の推進を目的とする公益性の高い
民間団体であり、地区社協、各種団体、企業等のご協力により、住民参
加による住民主体の福祉のまちづくりを進めています。
　地域には、こどもからお年寄り、障害のある方、様々な方が生活し、
その生活課題（困りごと）も多種多様です。住民同士の「ちょっとした
手助け」「ちょっとした気遣い」により、温かい支えあいの出来る環境
づくりが一層必要になっています。
　地域福祉が充実していくためには、みなさんからいただく会費が社協
における貴重な財源となっております。いただいた会費のおよそ半分は、
地区に還元され、区や地区社協の各種事業に有効に利用されております。
誰もが安心して暮らせる地域づくりのために、会費納入にご理解とご協
力をよろしくお願いいたします。

一　般　会　費
一世帯　年額1,000円

（市内の全世帯にお願いするものです）

賛　助　会　費
1口　年額　2,000円以上

（本会事業に賛同していただける個人並び

に法人・事業所にお願いするものです）

会費の種類は2種類 ( どちらか一方への加入をお願いいたします )

市民総参加で福祉のまちづくり

岡谷市社会福祉協議会
会費納入にご協力ください
岡谷市社会福祉協議会
会費納入にご協力ください
岡谷市社会福祉協議会
会費納入にご協力ください

会費は、各区・町内・隣組を通じて

納入していただいています。

本年もよろしくお願いいたします。
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 一般会費 8,969,700円
　平成21年度収入総額 賛助会費 12,075,500円
 総　　額 21,045,200円

38％
13％

6％
5％

35％ 3％

　お寄せいただいた会費のうち約51％は、地区に還元され、それぞれの地域

の特性を活かした活動のために活用されています。

　「支えあい・助け合い」を基盤とした様々な活動をする地区社協は私たちに

とって身近で心強い支えになっています。

福祉コミュニティ活動事業

・地域サポートセンター設置促進

・家庭介護者交流事業

・育児サポートセンター事業

・有償在宅サービス（家事援助）

・車いす移送車有償運送・レンタカー事業　等

支援相談事業

・心配ごと相談

・結婚相談・ハートリーフ事業

・金銭管理・財産保全サービ

ス事業　等

地区社協へ

・ 還元金　38％

・ 助成金　13％

地区の福祉活動に活用

されます

法人運営及び地域福祉事業

・ 地域福祉活動への支援事業

・ 社会福祉大会開催

・ 高齢者・障害者在宅福祉サービス

・ 生活福祉資金・助け合い資金貸付

・ 社協だより「ゆめ」の発行

・ その他人件費を除く法人運営費　等

会費の使いみち

昼食会

文化伝承しめなわづくり

敬老会

健康学習会

配食会

認知症サポーター養成講座 要約筆記講座こども福祉教室（擬似体験） ふれあいまつり＆ボランティア祭り

ボランティア事業

・ボランティアセンターの運営

・こども福祉教室

・各種ボランティア研修会の開催　等
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　5月 22日（土）に平成 22年度こども福祉教室の開講式・廃油石けん

作りが行われました。今年度は 39人の皆さんが申し込んでくださり、に

ぎやかにスタートすることができました。

　3グループに分け行った自己紹介では、恥ずかしそうにしている子供も

いましたが、マイクを使わずに大きな声でみんなに聞こえるように話すこ

とができ、「今年は元気があっていいなぁ」と思いました。

　各グループ 6年生がリーダーになり、みんなをまとめて引っ張っていっ

てくれることを願っています。

　開講式の後は岡谷市消費者の会の皆さんを講師に迎え、全員で廃油石け

ん作りを行いました。

　どうして合成洗剤が環境に悪いのかということを説明したビデオを見せて

いただくと、子供たちは「魚が苦しんでいてかわいそう」と衝撃を受けてい

ました。

　石けん作りは思ったより大変で、最初は軽かった液体が最後にはとても重

く、生キャラメルのような色のドロッとしたものになりました。今回作った

石けんは固まるのに時間がかかるのでいただくことが

できませんでしたが、消費者の会の皆さんが以前に作

った石けんをいただき、貴重な体験は終了しました。

　1年間様々な体験を通して、違う学校や学年の友達

がたくさんできるように活動していきたいと思ってい

ます！

　6月 5日（土）に諏訪湖ハイツで、BTU松本西教室長の中垣寿彦先生

を講師に迎え「自分育てをしてみませんか？～ストレスケアの実践方法～

“大人も子供もストレスを抱えていませんか？あなたが光れば周りも輝

く”」と題し研修会を行いました。

　中垣先生をお招きしての研修会は今回で 2回目でしたが、およそ 60人

の皆さんに参加していただくことができ、子育てやストレスケアに対する

関心の高さがうかがえました。

　先生は、「人の話を聴くの“聴く”という字は耳

に十四の心と書く。言葉で聴くだけでなく、心で何

を言いたいか感じ取る。心の耳で聴くこと。」「子育

ては“聴ける・待てる・見守る”ことが大切。親子・

家族は言葉だけではダメ。心のコミュニケーション

をとってほしい」という話や、ホメオストレッチと

いうペアでリラックスしながら行うストレッチを教

えてくださいました。

平成22年度　こども福祉教室が始まりました！

おかやボランティア連絡協議会 研修会が開催されました！

合成洗剤を使うと、環境や生態系に
影響が出ることを知りました。
自分たちが使う洗剤やシャンプーも
きちんと選びたいね！

ホメオストレッチは、手が冷たい人が
やってもじんわりと温かく感じること
ができ、とてもリラックスすることが
できました。


